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グレン･アイラ市に住む高齢女性の
暮らしとライフヒス トリー (その 4)
野連 政雄
メルボルンのグレン･アイラ市に住む 7人の高齢女性に,①日常生活,②ライフヒストリ
8(73
ー,⑨何に幸福感を感じるかの 3点に関して聞き取り調査を2 5年 9月におこなった｡本00
7稿では 人の語りを提示し,それに考察を加えた｡ 
K メルボルン, 主観的幸福感,d 高齢女性, パーソナル･ネットワーク, ライフヒストリーs:ewryo
(7)ジャネットさん は ｢オース トラリア｣にいる 夫の従姉妹のうち,｡
ジャネットさんは 1
ング教会 
397年生まれで,ユナイティ
夫婦二
1人は ｢ビクトリア州｣におり,もう 1人は ｢オー
ストラリア｣に住んでいる｡ その他の親族はすべてgCh h)の教徒である｡urc
in
itn
U
(
729夫は 1 年
生まれである｡ 彼女は公務員であったが,結婚を機 におり,すべての友人,牧師,ソーシャル ･ワーカ
に退職し,その後ずっと専業主婦をしている｡ 彼女 ーは ｢メルボルン｣に住んでいる｡ ロー トンの 
は生まれ育ったところの近くに住んでいる｡ 彼女は PGCモラール ･スケールの得点は 15点と,幸福感
人で,一戸建ての住宅に住んでいる｡ ｢メルボルン｣にいる｡ 2人の近隣者は ｢近隣地域｣
両親と同じ教会にずっと所属してきた｡ 002 4年に は高い｡
次女の子供が幼くして亡くなったことから,家族の ジャネットさんの年譜は,表 7のようである｡
中に緊張が生まれた｡しかし,次女に次の子供が生
まれたことで,その緊張が和らいできている｡ ①日常生活
ジャネットさんは自分の健康状態を 2と評価して 私は朝 7時から 7時半の間に起きます｡朝食を食
いたから,健康状態は比較的良いといえる｡ ロート べてから,新聞の暗号クロスワー ド (crytpiccross-
ンの活動能力指標によれば,彼女は 10項目のうち drswo )をします｡そのあと,家事をします｡私は
9項目を ｢問題なくできる｣と, 1項目を ｢自分で 家事を得意でなく,いい主婦とは言えません｡ 5日
できるけれども,むずかしい｣と答えていたから, のうち少なくとも 3日は買い物に行きます｡ベント
活動能力はとても高いと判定できる｡ ジャネットさ レー lihegB ten( ,グレンアイラ市にあるサバーブ)
んのパーソナル ･ネットワークは,夫, 2人の娘, に行きますが,そこに行くのが飽きたときは,グレ
1人の娘の夫, 2人の孫,本人の 1人の妹,本人の ンハントレ-
1人の従姉妹,本人の 1人の姪,夫の 1人の弟とそ
の妻,夫の 2人の従姉妹 , 2人の近隣者 ,23人の
友人, 1人の牧師, 1人のソーシャル ･ワーカーか
ら構成されている｡ たくさんの友人がいるのは,彼
女が同じ教会にずっと所属していて,多くの同年代
の友人が教会にいるためである｡ 社会関係を取り結
ぶ相手は次のように地理的に分布している｡ 本人の
従姉妹は ｢ビクトリア州｣にいる｡ 夫の弟とその妻 私たちは 
ly
tn
e(
11
GlnHu ,グレンアイラ市にあ
るサバーブ)などに行くこともあります｡夫のビル
が退職したとき,私たちはそれぞれが自分の昼食を
作ることにしました｡私は料理をすることを好きで
すが,それ以外の家事をすることは嫌いです｡料理
をすることをとても楽しんでいます｡夕食を 6時半
頃食べます｡この頃は,早めに夕食を取るようにな
りました｡そのあと,テレビを見てから,寝ます｡
時半前に寝ることは決してありません｡
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野連 政雄
Me eT
)です｡友
h tearebourn
ber
l
b isuscr
(
(
両親たちとおつき合いが続いていて,年に 4･5回
会っています｡この人たちと海外旅行をすることに
私 はメルボル ン劇 団 
)の観劇会の会員panyCom
人たちも会員になっていて,私は友人たちと一緒に したことがあります｡でも,ビルが直前に病気にな
劇場に行きます｡いくつの演劇に行くかを選ぶこと って,旅行に参加できませんでした｡
ができます｡今年は 1
は今週の水曜日に昼興業 
0の演劇に行きます｡私たち
manee)へ行きます｡it(
私はこのあたりでずっと暮らしてきました｡ここ
から 3･4キロのところで生まれました｡ (ジャネ
私は読書会 kc )に所属しています｡私lbu
boo
( ットさんは,グレン･アイラ市を構成する一つのサ
は37年間その会に入っています｡成人教育センタ バーブであるガーデンベール生まれである｡)この
ー )から生まれた読書iond tucaEtdluf Atcenreor( 近くで生まれ育ったので,私たちは私の両親と同じ
会です｡ 1ケ月に 1度,互いのメンバーの家に集ま 教会に属しています｡
って,本について議論します｡みんなで本の目録を 私はスコットランド系ですから,長老派教会に入
見て,読む本を決めます｡ 人がメンバーです｡11 っていました｡長老派教会は他の宗派教会と合併し
そのうちの 8人は観劇会の会員です｡私は読書会が
できたときからのメンバーです｡初めからのメンバ
ーは, 2人だけです｡読書会を始めたころ,私たち
は若い母親でしたが,今ではおばあさんです｡長い
間おつき合いがありますから,お互いの人生をよく
知っています｡夫が亡くなったとか,離婚したとい
ったようなことです｡また,私はその会の一員であ
るととても感じます｡
金曜日には学校時代からのある友人と昼食を定期
的に食べます｡私たちはかつてたくさん歩いて昼食
を少し食べたのですが,この頃では昼食を食べて少
しだけ歩くようになってしまいました｡彼女は膝が
痛かったり,足首が悪かったりするので,私たちは
かつてほど歩きません｡
ビルと私は日曜日に教会に行きます｡毎週の日曜
て 1 年にユナイティング教会になりました｡そ77
もその合併を支持しました｡でも,ジョン･ノック
ス教会が閉鎖されたとき,ユナイティング教会の中
で長老派の信徒とメソデイスト派の信徒との間に敵
9
のとき,私たちの教会は合併に賛成しましたし,私
意が生まれました｡私はユナイティング教会となら
なかった長老派教会に入ることを考えるべきだとそ
のとき思いましたが,ユナイティング教会にそのま
まとどまっています｡ユナイティング教会にとどま
った一部の長老派の信徒は,その後,ユナイティン
グ教会とならな'かった長老派教会に移りました｡
日曜日のミサの後に,教会に来た人たちとコーヒ
ーや紅茶を飲みながら話をします｡平日に,私たち
は娘や孫と会います｡でも,毎週に会うというわけ
ではありません｡
日ではありません｡教会はユナイティング教会です｡ チェルテンハム htenamhleC( ,メルボルンの中
心から南東に 18キロのところにあるサバーブ)にその教会はもともと長老派教会 
)でした｡教会が他の宗派の教会と合併しh hcurc
b itpresyeran
(

住む長女は働いていません｡ 長女夫婦と孫は夜にこ
79て 1 7年にユナイティング教会になったときは,
びっくりしました｡ たちは孫の子守をしてあげます｡二人の孫は大きく
私は,プライトンにある英国国教会のガールズ ･ なって,学校へ行っています｡私たちは孫の学校の
グラマー ･スクールに通学していました｡この学校 さまざまな催し物にも行きます｡こうしたときに,
に通っていた 6人の友人たちと,年に 4●･5回会っ 私たちは長女や孫と会います｡
の家に来たりします｡長女夫婦が外出するとき,私
ています｡また,彼女たちと連絡を取 り合っていま 次女のジェシカはカーネギー ige
Ca
( me ,メルボ
す｡
もう 1つの集団にも入っています｡この集団はも
ともと教会での交流から生まれました｡メンバーは
概して年寄りです｡日曜日の午後に年に 4･5回会
って,昼食を一緒に食べます｡かつては日曜日の夕
方に会っていました｡ メンバーの多くは80歳 くら
いで,体の具合がよくありませんし,車の運転をす
るのがいやですから,この頃では日曜日の午後に会
っています｡
1ルンの中心から東南東に 1キロのところにあるサ
バーブ)に住んでいます｡ここからそこまで 3･4
キロと,近くです｡生まれて 7週目の赤ちゃんがい
ます｡この前の火曜日から,私たちは赤ちゃんと散
歩するようになりました｡次女の最初の子供は幼く
して昨年の 1月に死んでしまいました｡それから,
次女は誰ともつき合いを避けるようになりました｡
次の赤ちゃんが生まれたことで,ジェシカは人間関
係を再び築いていっています｡
娘がガーデンベール小学校 ⅣirG d larenva( ePma 次女の子供が死んだとき,インターチャーチ ･チ
hscool)に行っていたとき,私たち夫婦は小学校の
活動にとても係わっていました｡そのときの生徒の
h hcurc-Itner(
ies
ル ドレンズ ･アクティビティーズ 
)のソーシャル ･ワーカーは私d lAtrens cvlihC it
- 14 -
グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー (その 4)
たちをとても助けてくれました｡祖父母のための夕 さには,両親は娘を大学に進学させることを考える
べを何回か開いてくれました｡娘の義理の母親 (次 ようになりました｡奨学金をもらえても,大学で学
女の夫の母親)と私がそれに出席しました｡それに ぶためには費用がもっとかかりました｡私はその奨
よって,私は孫の死を受け入れることができるよう 学金をもらえることになりましたが,大学には進学
になりました｡教会の人たちや私の親しい友人も私 しませんでした｡
)を終えて,1955年に連ma
属していてよかったと思いました｡ 邦政府の防衛省に入り,公務員となりました｡人事
ioni lt trcua(中等教育たちを助けてくれました｡このときは,私は教会に
課で働きました｡ 1 9年に防衛省をやめ,学校時59
1代の友人と外国に行きました｡ 年間イギリスに滞②ライフ ･ヒストリー
私は 1 年に生まれました｡
オーストラリア生まれです｡曾祖父母はすべてスコ リスへは船で行きましたが,片道 5週間かかりまし
ットランドからの移民で,曾祖母はセントキルダ島 た｡ イギ リスでは,オース トラリア通商委員会 
739 在し,ヨーロッパ大陸を 6週間旅行しました｡イギすべての祖父母は
issono
dra
st.ilalnd,スコットランドの西の沖合 1 キ nT eCmmi )で数ヶ月の間働き,
ロほどにある島)の出身です｡小学校は州立エルス お金を貯めました｡そして,イギリス,スコットラ
05lsadK( ia
A ltusra
(

タンウイック学校 mwikS eS )に行h lcoottacItse
E
( ンド,スカンジナビア諸国を旅行しました｡
きました｡中高等学校は英国国教会のガールズ ･グ メルボルンに戻ってから,連邦政府の文部省に勤
Ch hofE dGilnganurc( めました｡コロンボ計画 (アジアと太平洋地域諸国lrs-ラマー ･スクール 
9mmarS )に進みました｡私の家族は長老 の経済社会開発を促進することを目的として 1
派教会のメンバーでしたが,私を英国国教会系の学 年に発足した機関である｡ その主要な活動は発展途
校に行かせたのは,近所に学校がなかったからです｡ 上国の若者を先進国の大学に軍学させるなどといっ
長老派系の学校であるプレスベティリアン･レイデ た人材開発である｡)を担当する課でした｡ビルは
h lcooGra
文部省のシドニー事務所で働いていました｡彼はメegeiedanL sColP b itresyera( )
ィーズ ･カレッジ 
269bournelEasは,当時イースト･メルボルン ( tMe , ルボルンの事務所を監督するために,1 年にメ
メルボルンの中心の東隣にあるサバーブ)にありま ルボルンに来て,そこに 6週間いました｡そのとき
した｡英国国教会のガールズ ･グラマー ･スクール 469に,私たちは知 り合いました｡私たちは 1 年に
は家から 1マイル以内の近くにあり,私は自転車で 結婚をしました｡私の両親が結婚式を挙げた教会で
通学できました｡そこで,両親は私をガールズ ･グ 私たちも結婚式を挙げました｡結婚後,ビルはシド
ラマー ･スクールに入学させたのです｡ガールズ ･ ニーからメルボルンに来て,私たちはメルボルンに
グラマー ･スクールは進学校で,料理や裁縫といっ
179
569ずっと住んでいます｡ 1 年に長女のキャサリン
た家庭科は重視されませんでした｡卒業後に,生徒 が生まれました｡次女のジェシカは 1 年に生ま
は大学に進学することを期待されていましたし,最 れました｡
9長女が生まれて 3ケ月のとき,私の母親が 5歳
でとつぜん死にました｡私は母親に子育てをたくさ
終学年の生徒の大部分は大学に進学していました｡ 
591 0年 に政府 の奨学金 n(
iphl hscoars
commo we
)が設けられました｡この奨学金が導
hlta
ん助けてもらおうと期待していましたが,それがだ
入されたために,大学進学が大きく変わりました｡ めになってしまいました｡その当時,私は自動車を
男子生徒は優先的に奨学金をもらえましたが,もし 運転できませんでしたから,赤ちゃんを抱えて生活
女子生徒が奨学金をもらえるということになったと がとてもたいへんでした｡そこで,運転免許をまず
表 7 ジュディスさんの年譜
年 (年齢) 出 来 事 
7391 年 (0歳) 出生
1955年 81(歳) ハイスクールを卒業し,防衛省に勤め始める 
9591 年 (22歳) 1年間ヨーロッパ旅行をする
文部省に勤める0691 年 32(歳) 
4691 年 72(歳) 結婚｡退職し,専業主婦となる｡
長女が生まれる
05
5
4
5
691 年 
200年 
200年 
82(歳) 
1791 年 43(歳) 次女が生まれる
76(歳) 次女の子供が幼くして死亡
86(歳) 次の子供が次女にできる 
- 1 5 -
野連
取 りました｡私が子供を産んだ頃,学校時代の友人
たちのすべてにも子供ができました｡赤ちゃんを連
れて友人たちと昼食をどこかで一緒に食べたりしま
した｡このために,生活が楽になりました｡今でも
学校時代の友人たちと昼食を一緒に食べています｡
ビルの友人たちはシドニーにいましたから,毎日の
生活ではそうした人たちとおつき合いをすることは
ありませんでした｡
私の友人の多くは結婚後も働いていました｡でも,
政雄
供を産んだ今でも,幼くして最初の子供が死んだこ
とを悲しんでいます｡
ジェシカの一番の友人は二卵性双生児です｡ジェ
シカは彼女たちと一緒に学校に行き,一緒に外国を
旅行し,アパートに一緒に住んでいました｡それぞ
れの結婚式のとき,新婦の付き添いをお互いにしま
した｡双子の一人はジェシカよりも 6ケ月早く女の
子を産み,もう一人はジェシカよりも 8週間遅く女
の子を産みました｡ですから,その一番の友人たち
私は大学人学資格 ma )を取っていませ
んでしたし,仕事に就くのにふさわしい資格を持っ 係がジェシカと一番の友人たちとの間に生まれまし
ていませんでしたから,結婚後は働きませんでした｡ た｡
(当時の多くの女性は義務教育で学校を終えていた 私たちにとっても,昨年はとてもたいへんでした｡
から,ジャネットさんは 2年間多く教育をうけてい とくに私にとっては,そうでした｡子供を失った深
ioni lt trcua( がジェシカにとってストレスとなりました｡緊張関
た｡)私は 40年ほど前に公務員でしたが,その当時,
女性の公務員は結婚をしたらやめることになってい をしなくなってしまいました｡矢面に立たないとい
ました｡同じ仕事をしていても,女性公務員は男性 けないのはしばしば母親です｡でも,ジェシカに次
い悲しみにうちひしがれて,ジェシカは私たちと話
公務員よりも 1年間に 14ポンド少なくしか給料を
もらえませんでした｡女性公務員の給料は男性公務
5 の子供が生まれて,私たちとジェシカの関係はよく
なってきています｡
員の給料よりも少なかったのですが,女性公務員の 子供が親よりも前に死ぬなどということは,よも
給料は男性公務員の給料よりも何パーセント少ない やないと思っていました｡ところが,赤ん坊が死ぬ
のかは分かりません｡当時,専門職以外では,公務 ということが起こってしまいました｡孫の葬式の日,
員というのは,女性も就けて,男性と同じ仕事をで 現実を思い知らされる機会がありました｡スプリン
きる数少ない職業でした｡当時の女性が就く職業と グベール S i lprngvae( ,メルボルンの中心から南東
いえば,タイピスト,工場労働者,銀行の窓口係ぐ に22キロのところにあるサバーブ)にある子供の
らいでした｡私は事務員として連邦政府に勤めてい ための墓地に赤ん坊を埋葬しました｡そこにはそれ
ました｡私のように官庁の第3級の事務員となるに まで行ったことはありませんでした｡車から降りる
1は,最低でも 1学年を終えていることが必要でし
た｡第4級の事務補佐員は義務教育を終えて仕事に そして,私たち家族に起こったような悲惨なことが
と,たくさんの小さな墓がその墓地にありました｡
4就きましたから,当時 1歳で役所に入ったわけで
す｡私が勤めていた役所にも数人の事務補佐員の少
年がいて,ファイルの整理などの仕事をしていまし
た｡女性の事務員はそうした少年にも午前と午後に
お茶を入れなければなりませんでした｡
③何に幸福を感じるか
私には,夫, 2人の娘,孫がいます｡私は家族の
生活を楽しんでいます｡家族生活が私に生活で一番
満足を与えてくれます｡でも,いつも安楽な暮らし
であった '二いうわけではありません｡ジェシカの子
供が死んだ昨年は,とくにそうでした｡ジェシカの
最も親しい友人の 1人が私に電話をくれました｡彼
女は双子です｡ジェシカに子供ができた頃,その双
子の友人にも子供ができました｡双子の友人に年齢
の近い子供がいるために,ジェシカは子供を失った
他の人々にも起こっていることを知りました｡
私たちの教会は小規模で,教会の活動を一緒にし
ますから,メンバーはお互いに知り合いです｡そし
て,メンバーの一部は私の友人です｡牧師さんや教
会の人々は私をいろいろと助けてくれます｡
私は教会で椅子にすわりながら,しばしば考え込
んでいます｡もし牧師さんが私は話を聞いているの
でなく,考え込んでいることを知ったら,私をたぶ
ん破門するかもしれません｡自分自身とは別のもの
に基本的な信仰を持つことに意義があると思いま
す｡孫が死んだとき,私は教会のコミュニティに属
していてよかったと恩いました｡教会の人たちは私
を助けてくれました｡
生きがいは家族や友人です｡集団に新たに入った
り,新しい友人を作ったりはしません｡これまでの
友人とつき合うだけです｡ですから,多くの友人は
ことに耐えられなくなりました｡ジェシカは深い悲 2子供の頃からの友人です｡ 1歳の頃から友人を知
しみにうちひしがれました｡そして,ジェシカと双 っています｡私に子供の頃からの友人が多くいるの
子の友人との関係はこじれてしまいました｡次の子 は,私が結婚後に外で働かなかったからでもありま
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す｡私は仕事をしていませんでしたから,実際に人
と会うことはあまりありませんでした｡私の友人の
多くは仕事をしていましたが,そうした友人には年
齢の違った友人がいます｡
私と同年代の女性は結婚して仕事をやめても,た
くさんの女性はそのあとで勉強をして,仕事に再び
就いて活躍をしました｡私はそうしませんでしたが,
後悔をしていません｡
私は友人にとても助けてもらっています｡読書会
や観劇会に入っていることで,私は新しい考えを持
つことができたり,新しい体験をしたりすることが
書き加えた｡この表から,高齢女性に子供がいると
き,少なくとも 1人の子供は ｢同居｣,｢近隣地域｣, 
10キロ以内の ｢メルボルン｣のいずれかに住んで
いることが分かる｡ つまり,そうした高齢女性には,
少なくとも 1人の子供が高齢女性の住居から10キ
ロ以内の場所に住んでいるのである｡
子供の居住場所を別の視点から見ておきたい｡子
供のいる 6人の高齢女性には, 16人の実子と 2人
の義理の子供 (夫の子供)がいた｡その 18人の居
住場所をまとめると,表 9のようになる｡ この表か
ら, 18人の子供のうち 16人がメルボルンの内部 
できます｡私は新聞の暗号クロスワー ドをして楽し 同居｣,｢近隣地域｣,｢メルボルン｣のいずれか)(｢
んでいますが,ヒントから言葉が思い浮かばないと に住んでいることを読み取ることができる｡ このよ
き友人に電話をよくします｡今日の午後も友人に電 うに,高齢女性のほとんどの子供 
話をして,クロスワードの言葉を一緒に考え,やっ
と言葉が分かりました｡ 
5 考察
第 1に,高齢女性と子供 (夫婦)との関係につい
て考察したい｡まず,最も近くにいる子供がどこに
居住しているかを見ておく ジョーさんには子供が｡
いなかったが,残りの 6人の高齢女性には子供がい
た｡表 8は,この 6人の高齢女性にとって最も近く
にいる子供がどこに居住しているかを示 している｡
子供の居住場所は,①同居,② (同居を除外 した)
歩いて 15分以内の地域 (本稿では,｢近隣地域｣と
呼ぶ),(彰 (同居と近隣地域を除外した)サバーブ, 
④ (同居,近隣地域,サバーブを除外した)メルボ
ルン,⑤ (同居,近隣地域,サバーブ,メルボルン
を除外した)ビクトリア州,⑥ (ビクトリア州以外
の)オース トラリア,⑦外国,の 7つに分けた｡メ
ルボルン大都市圏 (以下では,メルボルン大都市圏
を ｢メルボルン｣という)は東西に 120キロ,南北
9.(88 %)はメル
ボルンの内部に居住しているのである｡ ｢メルボル
ン｣に住んでいる子供 12人について,子供の住居
は高齢女性の住居からどのくらい離れているかをや
はり表 9に示す｡この表から,｢メルボルン｣に住
む 12人の子供のうち 10人が高齢女性の住居から10
キロ以内の場所に住んでいることが分かる｡ このよ
うに,高齢女性の子供たちは ｢メルボルン｣の中で
いろいろな場所に分散して住んでいるのではなく,
そのほとんどは高齢女性の住居から10キロ以内の
近 くに住んでいるのである｡ そして,18人の子供
のうち 14人 . 0キロ以内の場所に住ん(778%)が 1
でいるのである｡
紹介した高齢女性の事例の中では,レスリーさん
が 40歳の独身の娘と同居していた｡これ以外には,
高齢女性が子供 (夫婦)と同居しているという事例
はなかった｡別居しているからといっても,高齢女
性とその子供 (夫婦)は助け合うことがないとか,
交際しないということではない｡高齢女性は,子供 
(夫婦)をいろいろと支援 していた｡多くの高齢女
09に 124キロあり,その面積は8 7平方キロメー トル 性がおこなっていた支援は,孫の世話であった｡レ
である｡ メルボルンはこのように広いから,子供が スリーさんは,近所に住む孫娘の送迎をしてあげた
｢メルボルン｣に住んでいるとき,子供の住居は高 り,両親が帰宅するまで孫娘をあずかって世話をし
齢女性の住居からどのくらい離れているかを表 8に てあげたりしていた｡また,彼女は別の娘が子供を
表 8 最も近 くにいる子供の居住場所
讐 欝 年齢 子供の性別 子供の年齢 子供の居住場所 子筈等冨琵 芸所
レスリー 70歳 娘 40歳 同居
ジョー 78歳 子供はいない
マリリン 65歳 娘
ジュデイス 72歳 娘
歳歳歳歳歳 32483 4454
近隣地域
メルボルン 5キロ 
メルボルン 3キロノーマ 77歳 息子
パム 75歳 娘 メルボルン 10キロ 
ジャネット 68歳 娘 メルボルン 3キロ 
(注)子供が ｢メルボルン｣に住んでいるとき,子供 の居住場所までの距離を示した｡ 
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表 9 すべての子供の居住場所
漂 禁 年齢 子供の性別 子供の年齢 子供の居住場所 子管等冨琵芸所
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 5533103531821848034444444 4444435 43
娘娘
好好娘貯娘娘のの娘好好
娘
好好好娘娘娘
一一夫夫 
--
-
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 000000085522227588 777777776677777 66
レスリー
レスリー
レスリー
レスリー
レスリー
レスリー
レスリー
レスリー
マリリン
マリリン
ジュデイス
ジュデイス
ジュデイス
ジュデイス
ノーマ
メルボルン 4キロ 
キロ26メルボルン
オーストラリア
近隣地域
ビクトリア州
同居
近隣地域
メルボルン 2キロ 
近隣地域
メルボルン 6キロ 
12キロ 
メルボルン 5キロ 
メルボルン
メルボルン
7キロ 
メルボルン 6キロ 
メルボルン 3キロ 
パム メルボルン
メルボルン
10キロ 
8キロ 
｢■:
ジヤネッ 
ジャネッ
コ■
トト
メルボルン 3キロ 
(注)子供が ｢メルボルン｣に住んでいるとき,子供の居住場所までの距離を示した｡
連れて地方の町からメルボルンに来るとき,孫の世
話をしてあげていた｡マリリンさん,ノーマさん,
ジャネットさんは孫の子守をしてあげていた｡娘が
忙しいとき,パムさんは孫の送迎をときどさしてあ
げていた｡ 高齢女性は孫の世話以外の支援 も子供 
(夫婦)にしていた｡子供たちの家が留守であるこ
とを他人に知られないように,レスリーさんは子供
たち宛の郵便物を自宅で受け取ってあげていた｡マ
リリンさんは娘の家や娘が所有する貸家の世話をし
てあげていた 1)｡
高齢女性は子供 (夫婦)をいろいろと支援 してい
たけれども,子供 (夫婦)に支援を受けている高齢
女性はあまりいなかった｡マリリンさんは娘がどの
ような支援をしてくれるか具体的に語らなかったけ
れど,｢娘は私にとてもよくしてくれる｣と言って
いた｡ジュデイスさんの夫が入院していたとき,千
供夫婦がジュデイスさんの家に一緒に住んで くれ
た｡子供 (夫婦)に助けてもらっていた高齢女性が
少なかったのは,調査した高齢女性が比較的元気で
あり,その高齢女性の子供 (夫婦)が子育て中でよ
り支援を必要としていたからと考えられる｡
ところで,マリリンさんの母親はまだ生きており,
マリリンさんは母親をどのように世話をしているか
を話していた｡また,パムさんの母親はすでに亡く
なっていたが,パムさんは母親をかつてどのように
世話したかを話していた｡これらの語 りから,体力
の衰えた後期高齢者は,成人した子供からどのよう
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な支援を受けているかを知ることができる｡ マリリ
ンさんは彼女の母親に次のような支援をしていた｡
マリリンさんは 1993年に母親の家をフラットに建
て替えをしてあげ,その経費の捻出をしてあげた｡
その母親は一人暮らしをしてきたが,自立して暮ら
せなくなって,老人ホームに入居した｡マリリンさ
んは母親が老人ホームにいるのに必要な経費を工面
するために母親の所有するフラットを貸 し出した
が,マリリンさんはそのフラットの管理 ･維持をし
てあげていた｡さらに,マリリンさんは老人ホーム
の母親を 1週間に 1度ほど訪問していた｡母親が転
倒してあごやほおの骨を折ったとき,マリリンさん
は老人ホームに毎日行き,母親の看護をした｡それ
から,パムさんの母親は生きていたとき,パムさん
の家のすぐ近 くに住んでいた｡パムさんは母親の家
を 1日に 3回行って,母親の世話をしていた｡この
ように,後期高齢者は負担の大きい手段的サポー ト
を別居する子供から受け取っていた｡
高齢者 (夫婦)と別居する子供 (夫婦)が交際す
ることも盛んであった｡ノーマさんの息子はノーマ
さんに毎朝電話をしてきた｡また,その息子は木曜
日の夜にノーマさんの家に来て,夕食をノーマさん
と一緒に取っていた｡ジュデイスさんは娘の家族と
一緒に国内旅行をしたり,娘夫婦が所有する別荘に
娘の家族と一緒に行ったりしていた｡また,彼女は
息子や孫たちと一緒にフットボールの試合の観戦に
行ったり,孫たちの学校のコンサー トに行ったりし 
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ていた｡
両親が成人した子供の家族と別居して暮らしなが
ら互いに助け合うという家族形態は,修正拡大家族 
(moi detne a l)と呼ばれている｡dfe xeddfm iy 近代
産業社会では,職業移動や地理的移動が盛んになる｡
リトワック (utwak1960a,1960b)は,修正拡大家
族が近代産業社会に適合的な家族の形態であると論
じた｡この研究に影響を受けて,オース トラリアで
も調査 ･研究がおこなわれた｡マルテイン (Martin 
1967)は住民の社会階級で相違するアデレードの 3
つの地域で 1965年から1966年にかけて調査をおこ
ない,核家族で暮らす夫婦が自分たちの両親やきょ
うだいとどのように助け合い,交際をしているかを
明らかにした｡まず,中産階級の夫婦は家族として
の自立性を大切にし,親族に頼りすぎることはしな
いようにしていたけれども,その多くは両親を始め
とする近親者から実際にかなりの援助を受けてい
た｡そして,中産階級の夫婦は余暇活動を友人とよ
くするが,助け合いは近親者とよくするというよう
に,親族,近隣者,友人を機能的に使い分けていた｡
次に,中産階級と労働者階級の住民が混在した地域
に住む上層労働者階級の夫婦は伝統的なイギリスの
労働者階級の生活様式に近く,最も親族中心の暮ら
しをしていた｡そうした夫婦にとって,親族は近く
に住む近隣者であり,親しい友人でもあった｡しか
し,近くに住むそうした親しい親族は他の場所に移
動していっていた｡それから,低家賃の住宅公社の
賃貸住宅に住む下層労働者階級の夫婦にはアデレー
ドに多くの親族がいた｡けれども,そうした夫婦は
交通手段や通信手段 (電話,辛,公共交通機関)を
あまり利用できないので,一部の親族としか交際で
きなかった｡下層労働者階級の夫婦にとって親しい
友人は近隣者であった｡下層労働者階級の夫婦が親
族と交際できないとき,そうした夫婦の近隣関係は
とても親密であった｡このような違いが社会階級で
相違した夫婦の間にあったけれど,いずれの地域に
おいても夫婦は両親と助け合い,交際していた｡本
稿で紹介した高齢女性は子供 (夫婦)と助けあい,
交際していたが,余暇活動は主に友人とするという
ように,社会関係を使い分けていた｡とすると,そ
うした高齢女性は親族との交際や助け合いの仕方で
マルテインが調査した中産階級の夫婦に近いといえ
る｡
修正拡大家族と呼ばれる,親密な異居近親関係が
メルボルンで可能であった理由として次のようなこ
とをあげることができる｡ まず ,高齢女性の子供 
(夫婦)の多くが近くに住んでいることである｡ 前
述したように,高齢女性の別居する子供 (夫婦)の
ほとんどは,高齢女性の住居から10キロ以内の場
所に居住していた｡子供 (夫婦)が地理的に近くに
居住しているから,高齢女性はそうした子供 (夫婦)
と助け合ったり,頻繁に交際したりしやすい｡次に,
高齢女性が車の運転をできることである｡聞き取 り
調査に加えて,調査対象者に調査票による調査もお
こなった｡その質問の 1つで､筆者は調査対象者に車
の運転ができ,自らが運転する車があるかどうかを
尋ねた｡これによると,紹介したすべての高齢女性
は車の運転ができ,自らが運転する車を持っていた｡
高齢女性は時間に縛られることなく,メルボルンの
中を自由に移動できるから,子供 (夫婦)を支援し
たり,子供 (夫婦)と交際したりしやすい｡これら
の理由から,メルボルンの高齢女性は子供 (夫婦)
と助け合ったり,頻繁に交際したりできるのだろ
う｡
修正拡大家族がメルボルンで一般的に見られると
述べたけれど,レスリーさん夫婦は40歳のレスリ
ーさんの娘と同居していた｡これは,住宅の値上が
りが顕著であることによると考えられる｡メルボル
ンでは最近の 10年間の間に,不動産の価格は数倍
となったので,若い人々は住宅を借りにくくなった
り,住宅を購入しにくくなったりした｡成人した人
は自立して暮らすべきだという規範がオース トラリ
アにある｡ しかし,背に腹は替えられないから,レ
スリーさんの娘はレスリーさん夫婦と同居していた
のだろう2)｡
高齢者はたいてい子供 (夫婦)と別居して暮らし
ているから,高齢者は人生のそれぞれの段階に合っ
た家屋に移 り住んでいることにも着目しておきた
い｡子供たちが巣立ち,夫が死亡して,ジュデイス
さんは一人暮らしになった｡だから,広い庭のある
一戸建て住宅は彼女にとって維持 ･管理がたいへん
なものとなった｡そこで,調査のあとしばらくして,
彼女は高齢者用の施設に移った｡ノーマさんは老人
となってから,大きな家を維持 ･管理することが大
きな負担となった｡また,同居していたパー トナー
は病気となり,家の手入れをする作業ができなくな
った｡これらのことから,ノーマさんは 1997年に
より小さな一戸建て住宅に移った｡ただし,彼女が
それまで住んでいたのはベントレーであり,同じ市
内にある近くの家に移り住んでいることを見落とし
てはならないだろう｡ 移り住んだあとも,それまで
慣れ親しんだ生活環境のもとで暮らし続けようとし
ていると考えられる｡
第 2に,高齢女性とその女性のきょうだい (-兄
弟嫡妹)との関係を考察したい｡まず,最も近くに
いるきょうだいの居住場所を見ておく｡ 表 10は, 
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表10 最も近くにいるきょうだいの居住場所
漂 禁 年齢 き去孟宗い き去詣 い き晶足芸宗の 居謡 畏 蒜 離
レスリー サバーブ
歳歳歳歳歳歳歳
1 
2 
9
4
1 
2 
7 
6 
6
7
7 
6
弟妹妹妹弟妹妹 歳歳歳歳歳歳歳 0 
8 
5
2
7 
58 
7 
7 
6
7
7 
76
′ヨ-
マリリン
ヽヾ
ン 
ジュデイス
ノーマ
パム
ジャネ ッ ト
メルボルン
メルボルン
メルボルン
オーストラリア
メルボルン
メルボルン 8キロ 
キロ18
(注)きょうだいが ｢メルボルン｣に住んでいるとき,きょうだいの居住場所までの距離を示した｡
最も近くにいるきょうだいがどこに居住しているか くのきょうだいは最も近くの子供よりも遠方に住ん
をそれぞれの高齢女性ごとに示している｡ 子供の居 でいる傾向がある｡
住場所の分類と同じように,きょうだいの居住場所 ところで, 7人の高齢女性には,10人のきょう
は,①同居 ,② (同居を除外 した)歩いて 15分以 だいがいた｡ その 10人の居住場所をまとめると,
内の地域 (本稿では,｢近隣地域｣と呼ぶ),③ (同 表 11のようになる｡ この表から,10人のきょうだ
居と近隣地域を除外した)サバーブ,④ (同居,近 いのうち8人がメルボルンの内部 (｢サバーブ｣あ
るいは ｢メルボルン｣)に住んでいることを読み取隣地蟻,サバーブを除外した)メルボルン,⑤ (同
宿,近隣地域,サバーブ,メルボルンを除外 した)
ビクトリア州,㊨ (ビクトリア州以外の)オースト
ラリア,⑦外国,の 7つに分けた｡ きょうだいが
｢メルボルン｣に住んでいるとき,きょうだいの居
住場所は高齢女性の住居からどのく･らいの距離にあ
ることができる｡ このように,大部分のきょうだい
はメルボルンの内部に居住している｡ ｢メルボルン｣
に住んでいるきょうだい 7人について,高齢女性の
住居からどのくらいの距離のところに住んでいるか
をやはり表 11に示しておいた｡これから,｢メルボ
るかも示しておいた｡表 10から,ノーマさんには
最も近くにいるきょうだいは ｢オース トラリア｣に
ルン｣に住む 7人のきょうだいのうち, 2人が ｢10
キロ以内｣の場所にいることが分かる｡ だから,10
いるが,その他の 6人の高齢女性にはもっとも近く 人のきょうだいのうち 3人 (33. 0キロ以3%)が 1
にいるきょうだいはメルボルンの内部 (サバーブ｣ 前述したように,77.｢ 内の近くに住んでいる｡ 8%の
あるいは ｢メルボルン｣)にいることが分かる｡ 最 子供が高齢女性の住居から10キロ以内の場所に住
も近くのきょうだいが ｢メルボルン｣にいる 5人の んでいた｡したがって,きょうだいは子供よりも遠
高齢女性のうち,そのきょうだいが 10キロ以内に 方に住む傾向が見られる｡
住んでいるのは 2人である｡ ギから,最も近くにい
るきょうだいが 10キロ以内の場所に住んでいる高
齢女性は 7人のうち 3人だけである｡前述のように,
高齢女性に子供がいるとき,少なくとも 1人の子供
は 10キロ以内に住んでいた｡したがって,最も近
表11 すべてのきょうだいの居住場所
讐 若 年齢 き去孟宗い き去詣
レスリー
8-
キロ 
14
35
19(1 4 )や吉原 )
は,高齢者にとってのきょうだい関係について次の
ことを指摘している｡ まず,高齢者はそのきょうだ
いと幼いときからずっと交際をしてきており,同じ
時代を生きることできょうだいと体験を共有してい
い き晶孟芸宗の 居㌶ 畏 蒜 離
989= 93: 2-(2006:50アラン 
メルボルン
歳歳歳歳歳歳歳歳
歳
歳 
兄弟姉妹妹妹弟妹妹妹歳歳歳歳
歳
歳歳歳歳歳 
77
77 
6
77
776
00
88 
5
27
558 
7 
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8
7 
6 
6
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6
2 
8 
0
1 
2 
9
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1 
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マリリン
ジュデイス
ノーマ
サバーブ
ビクトリア州
メルボルン 33キロ 
メルボルン 22キロ 
メルボルン 5キロ 
オーストラリア
パム メルボルン
パム
ジャネット
メルボルン
メルボルン 
(注)きょうだいが ｢メルボルン｣に住んでいるとき,きょうだいの居住場所までの距離を示 した｡
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る｡ それゆえに,高齢者はきょうだいと ｢互いの経
験を確認し,そ0 ?個性の意義を認め合うこと｣がで
きる｡ このことによって,きょうだいは高齢者に
｢意味と連続性を提供するのに役立つ｣(吉原 2006: 
51)｡次に,高齢者とそのきょうだいは年齢が近い
ことから,類似した関心を持ち,世の中の出来事を
同じ視点から解釈したり,理解したりできる｡ それ
から,高齢者とそのきょうだいは人生が尽きつつあ
るという認識を持っているから,過去のよかった出
来事や悪かった出来事をともに思い浮かべることが
できる｡ だから,高齢者にとってきょうだいという
のは,友人のように,関心を共有し,心から同感し
あいながら話ができるような親しい相手なのであ
る｡
紹介した高齢女性は,次のような助け合いや交際
をきょうだいとしていた｡ジョーさんは夫とともに
妹夫婦のところに 2週間から 3週間に 1度行ってブ
リッジをして,夕食を一緒に食べていた｡また,ジ
ョーさんはその妹と電話でよく話ししていた｡そし
て,ジョーさんは ｢妹とはとても親密です｣と妹と
の関係を話していた｡その妹や姉はジョーさんの家
によく来ていた｡ジュデイスさんは火曜日にときど
き妹と昼食と食べていた｡そして,ジュデイスさん
は ｢妹とは友人のような関係です｣と言っていた｡
ノーマさんは入院したとき,弟が世話をしてくれた｡
パムさんは日曜日の夜に妹の家-行って,一緒に夕
食を食べていた｡さらに,パムさんは妹を含めた家
族や親族と年に 6回会っていった｡こうして見ると,
高齢女性が助け合ったり,交際をしたりしているき
ょうだいは女きょうだいが多い｡これは,女性は男
性よりも平均寿命が長いため,生きている女きょう
だいは男きょうだいよりも多いからかもしれない｡
それから,ノーマさんだけは弟に助けてもらったが,
ジョーさん,ジュデイスさん,パムさんの 3人は女
きょうだいと交際していた｡とすると,高齢女性に
とってきょうだいは助け合う相手というよりも交際
する相手だといえるだろう｡ そして,ジョーさんと
ジュデイスさんが表現していたように,高齢女性に
とって同性の女きょうだいとの関係は友人のように
親しいものであった｡そうすると,アランや吉原の
指摘は,高齢女性の場合,同性の女きょうだいとの
関係に当てはまる 3'｡
第 3に,友人関係についてである｡ 紹介した高齢
女性のうち,ジュデイスさんは日を決めてはいなか
ったけれど,かつて職場の同僚であった友人と頻繁
に会っていた｡ノーマさんは 40年来の友人と火曜
日に,別の友人と木曜日に会って食事をしていた｡
ジャネットさんは学校時代からの友人と金曜日に会
っていた｡ところで,筆者は日本で高齢女性がどの
ように友人と会っているのかを事例調査にもとづい
て考察したことがある (野連 2006)｡この調査によ
れば,ノーマさんやジャネットさんのように,レス
トランや喫茶店などで毎週曜日を決めて定期的に会
っているという高齢女性は日本にはいなかった｡筆
者がメルボルンでおこなった事例調査の調査対象者
がどのくらい一般的か分からないけれど,毎週曜日
を決めて定期的に会うといった友人とのつき合い方
はメルボルンの高齢女性に独自に見られるものかも
しれない｡今後,高齢女性の友人とのつき合い方に
注目し,それを探究してゆく必要があるだろう｡
ところで,高齢女性たちは友人関係が形成される
きっかけについても語っていた｡子供たちが小さか
ったとき,マリリンさんは専業主婦をしており,千
供たちを習い事に連れて行った｡そして,子供を習
い事に連れて行くと,他の母親たちと人間関係が生
まれた｡マリリンさんはそのときにできた友人の一
部と現在でもつき合っていた｡それから,ジャネッ
トさんは結婚後ずっと専業主婦をしていた｡子供た
ちが小学校に通学していたとき,ジャネットさん夫
婦は小学校の活動に深く係わっていた｡そのときに
他の生徒の両親と人間関係が生まれた｡そして,ジ
ャネットさんは現在でもそのときにできた友人とつ
き合っていた｡こうして見ると,専業主婦をしてい
る女性は学校に通う子供を介して他の母親たちと友
人関係を作りやすいことが分かる｡ そして,こうし
て形成された友人関係は,高齢期の女性が保有する
友人関係の一部となっているのである｡ 次に,ジャ
ネットさんはずっと同じ教会に所属しているので,
同年代の教会のメンバーに友人が多かった｡また,
彼女には学校時代にできた友人がいた｡それから,
ジュデイスさんはもとの職場の同僚と頻繁につき合
っており,もとの職場の同僚は友人の一部となって
いた｡
第 4に,高齢者のパソコンに利用についてである｡
近年におけるパソコンの普及には目を見張るものが
ある｡ そこで,どのくらいの高齢者がパソコンを利
用しているかを知るために,筆者は岡山県北のある
山村で 65歳以上 80歳未満の高齢女性約 100人にパ
ソコン利用の有無を 2005年に尋ねたことがある｡
しかし,パソコンを使っている高齢女性はいなかっ
た｡これに対し,紹介した 7人の高齢女性のうち, 
2人がパソコンを日常生活で使っていた｡マリリン
さんはパソコンを利用して,ホームページの閲覧や
電子メールをしていた｡さらに,インターネットを
使って商品の購入もしていた｡パムさんはパソコン
を使って,電子メールをしたり,ゲームをしたりし 
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ていた｡こうしたことから,メルボルンではかなり
多くの高齢者はパソコンを使えると考えられる｡ パ
ソコンが登場する以前では,対面的な交際や電話 ･
手紙による接触によって,人々は他者との社会関係
を維持してきた｡パソコンが登場してからは,人々
は電子メールで遠くにいる他者とも容易に連絡を取
り合えるようになった｡マリリンさんには, 1週間
に1度ほど電子メールで連絡を取 り合っている人が
国内や海外に 10人ほどいた｡ パムさんはヨーロッ
パ旅行中の娘の家族と電子メールで連絡を取 り合っ
ていた｡マリリンさんやパムさんのように,メルボ
ルンの高齢女性は電子メールを利用することによっ
て,社会関係を広げている｡
第 5に,集団加入についてである｡ 紹介した高齢
女性の中に,趣味の集団に加入している女性が多い
ことが目を引く｡ レスリーさんはスクラブルのクラ
ブと読書会に加入していた｡ジョーさんはブリッジ
を友人や妹夫婦と定期的にしていた｡マリリンさん
は家系研究会に入っていた｡ジュデイスさんは老人
大学, 2つの読書会,教会の研修会に入っていた｡
ノーマさんは トランプをするグループに入ってい
た｡ジャネットさんは読書会と観劇会に入っていた｡
また,自らがプレイをするスポーツの団体にも 2人
の高齢女性が加入していた｡レスリーさんはスクワ
ッシュを,パムさんはクロケ-をしていた｡紹介し
た高齢女性が趣味の集団やスポーツの団体にこのよ
うによく加入していたのは,紹介した高齢女性が経
済的に困窮しておらず,自己啓発活動やスポーツを
おこなうゆとりがあるからだろう｡ また,そうした
女性は車を自ら運転してメルボルンの中を自由に移
動できるからでもあるからだろう｡ としてみると,
そうした集団や団体へ加入することは,中産階級の
高齢女性に見られる生活様式といえるのかもしれな
い｡
さまざまな集団の中で,教会-の係わりは一部の
高齢女性にとってとても重要であった｡ 7人の高齢
女性のうち,レスリーさん,ジュデイスさん,パム
さん,ジャネットさんの 4人が教会と係わりを持っ
ていた 4'｡ 4人の高齢女性はたんに教会のミサに出
席するというだけではなかった｡教会はその以上の
働きをしていた｡
まず,高齢女性は教会のミサなどに行くことによ
って,古くからの友人と会って,交際することがで
きることである｡ 高齢者は子供の自立や退職などに
よって社会的な役割を失うから,他の人々と友人関
係を形成するきっかけがあまりない｡ただし,高齢
者は同年代の人々と友人関係を取 り結びやすいし,
そうした人々との友人関係を保持 しやすい (Alan
政雄 
1989=1993:147-8)｡ ところで,ジャネットさんは現
在住んでいる場所の近くで生まれ育ち,両親が通っ
ていた教会に今でも行っていた｡彼女は一生涯にわ
たって同じ教会に所属しているから,お互いのこと
をよく知っている同年配の人々が教会には多 くい
る｡彼女が教会に行けば,そうした人々と会って共
感を持って話し合うことができ,会話を楽しむこと
ができる｡ ジャネットさんのように一生涯にわたっ
て同じ教会に所属していなくとも,高齢女性は同じ
教会に長い間所属している｡ だから,高齢女性には,
お互いをよく知っている同年配の人々が教会に多く
いる｡ 高齢女性が教会に行くと,同年代のそうした
知人や友人に会って,交際することができるのであ
る｡
次に,教会に所属することによって,ミサ以外の
さまざまな活動に参加できることである｡ レスリー
さんは教会の福祉団体に係わっていたし,オブショ
ップの店員としてボランティアで働いていた5)｡ジ
ュデイスさんは教会の研修会に参加していた｡パム
さんは教会の扶助グループの運営をしていた｡ジャ
ネットさんは教会での交流から生まれた集団に入っ
ており,ときどきそのメンバーと一緒に昼食を取っ
ていた｡高齢女性は退職などによって社会的な役割
を喪失するから,社会との繋がりがなくなってしま
う｡ ところが,教会に所属すると,さまざまな活動
にも参加できるから,社会との繋がりを保持するこ
とができる｡
それから,教会は高齢者に情緒的サポー トを提供
することである｡ ジュデイスさんの息子が亡くなっ
たとき,教会の牧師が彼女のところに来て,慰めて
くれた｡また,ジャネットさんの孫が死んだとき,
教会のメンバーが彼女を精神的に助けた｡このよう
に,高齢女性が悲境に陥ったとき,教会の牧師やメ
ンバーは情緒的サポー トの源泉となるのである｡
以上のように,教会は高齢女性にとってミサに出
席するためだけのものでない｡教会に行くことで同
年代の友人や知人と交際する機会ができ,教会のさ
まざまな活動に参加することで社会と繋がりを持つ
ことができる｡ また,教会は高齢女性に情緒的サポ
ー トを提供する｡ パムさんが ｢家族の次に大切なの
は,教会です｣と言うように,教会は高齢女性の生
活で重要な役割を演じているのである｡
第 6に,ボランティア活動や慈善事業の活動につ
いてである｡ 紹介した 7人の高齢女性のうち, 5人
がそうした活動をしていた｡レスリーさんは教会が
経営するオブショップでボランティアの店員をして
いた｡ジョーさんは友人たちがしている慈善事業の
活動を支援 していた｡ジュデイスさんは,若い頃, 
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教会においてボランティアで寄付集めをしていた
し,現在でも,コミュニティ ･インフォメイショ
ン ･センターでボランティアとして恵まれない人た
ちのために働いていた｡ノーマさんはいくつかの団
体でボランティアの仕事をしたり,そうした団体に
寄付をしたりしていた｡パムさんは慈善事業をする
団体で委員会のメンバーとなるなどして,慈善事業
に係わっていた｡このように多 くの高齢女性がボラ
ンティア活動や慈善事業の活動に係わっていたの
は,紹介した高齢女性が経済的にも時間的にもゆと
りのある中産階級であるからだろう｡
第 7に,女性の就業についてである｡ マリリンさ
んは子供が生まれたあとに専業主婦となったが,そ
のことについて ｢当時,子供ができても仕事を続け
るなんて考えられませんでした｣ と言っていた｡ま
た,ジャネットさんは学校を卒業 したあと公務員を
していたが,女性の公務員は結婚 したらやめること
になっていたので,退職をした｡紹介 した高齢女性
が最初の結婚をしたのは, 1949年か ら 1961年まで
の間である｡ 彼女たちが語っていたように,その当
時,結婚や出産をしたら専業主婦になるのが社会の
常識であり,性による就業の不平等があった｡ 
1972年に政権を取ったウイットラムが率いる労
働党政権 (1972-75年)は,連邦政府の雇用で女性
の機会均等を義務づけた｡また,連邦強制調停仲裁
委員会は 1969年に ｢同一労働同一賃金｣の原則を
採用したので,女性は同じような仕事をしている男
性 と同じ賃金をもらえるようになった｡ しかし,こ
の原則は,看護師や秘書のように女性が主に就 く職
業には適用されなかった｡この意味で,性別による
賃金格差が解消されたわけではなかった｡同委員会
は 1972年に ｢同一価値労働同一賃金｣の原則を採
用 した｡そ して,女性が主に就 く職業であっても,
仕事の重要性や価値にもとづいて女性の賃金が決め
られるようになった｡こうして,性別による賃金格
差が縮小 していった｡これらの改革がおこなわれた
結果,女性が男性 と同じように働ける環境が整い,
女性の社会進出が進んでいった｡
マリリンさんとジュデイスさんは,子供が少 し成
長 してから 1970年代に再就職 した｡ また,ノーマ
さんは 1969年に室内装飾業の卸売店での仕事につ
いた｡これら 3人の女性がその後ずっと仕事を続け
ていたのは,女性の働 く環境が改善され,女性の社
会進出が進んだ時代であったからだろう｡ レスリー
さんとパムさんは自営業の仕事についていた｡ジョ
ーさんは看護師という女性が主に就 く仕事について
お り,夫婦に子供がいなかったから,ずっと仕事を
続けていたのだろう｡ いずれにせよ,紹介 した 7人
の高齢女性のうち,結婚後もずっと専業主婦であっ
たのはジャネットさんだけで,他の 6人は仕事に就
いていた｡ このことは,オース トラリアで 1970年
頃から女性の社会進出が進んだことと軌を一にして
いる｡
第 8に,離婚 についてである ｡ ノーマ さんは 
1956年に,パムさんは 1988年に離婚をした｡オー
ス トラリアではかつては離婚することがむずかしか
ったし,離婚 した人々に対 して社会的な偏見があっ
た｡社会的な偏見があったので,ノーマさんは ｢最
初の夫との離婚に罪悪感を覚える｣と言っていたと
思 われ る ｡ そ の後 , 1975年 の家 族 法 の改 正 
(Fml a c 95aiyLwAt17)で,結婚当事者に過失がな
くとも,少なくとも 1年間の婚姻の破綻があれば,
邸婚が成立することになった｡離婚することが容易
になったので,それが施行 された 1976年 には, 
63,230件もの離婚がオース トラリア家庭裁判所で認
め られた｡ そ して, 1975年に 1.8であった離婚率 
(人口 10 96 .00人あた りの離婚件数)は, 17年に 45
に跳ね上がった｡これは,それまで離婚を抑えてい
た人々が法律の改正を機に離婚申請をしたからであ
る｡ その後,離婚率は 1979年まで急激に低下 し続
け,それ以降,離婚率は 2.から29の間を変動 して4 .
いる (B 7;idn 7134｡AS200aGlig199:9-) 長期的に見
ると,結婚が離婚で終わる蓋然性は高 くなってお り, 
2000年から2002年におこなわれた結婚の 33%は離
婚で終わるだろうと予想されている (B 07)AS20b｡
離婚 した女性の経済的な困窮や離婚による子供の苦
悩 とい っ た こ とは しば しば指 摘 され て い る 
(Glig199:22-) しかし,家族法の改定以来,idn 7 12｡
離婚する人々が社会の中で増えているので,離婚 し
た本人やその子供への社会的な偏見はほとんどなく
なっている 6'｡だから,1988年に離婚 したパムさん
は,離婚 した直後は悲 しかったと言っていたけれど,
それからはさまさばと人生を歩んでいたのだろう｡
第9に,幸福感について考察したい｡ 7人の高齢
女性のうち,幸福感が特に低かったのはジュデイス
さんとノーマさんであった｡ ロー トンの PGCモラ
ール ･スケールの得点は,ジュデイスさんが 3.点,5
ノーマさんが 8.点であった｡この 2人の高齢女性5
に特有のことは,精神的にとても頼 りにしていた夫
やパー トナーを数年前に亡 くしたことである｡ そこ
で,親 しい人間を失ったために,ジュデイスさんと
ノーマさんの幸福感が低下 したということを推論で
きる｡ 夫がいない高齢女性は夫のいる高齢女性 より
も幸福感が高いという調査結果があるが (古谷野 
1992),メルボルンの高齢女性の事例調査では,そ
うではなかった｡ 
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第 10に, 1929年にアメリカで始まった大恐慌に
ついてである｡ 紹介した7人の高齢女性のうち3人
は,幼い頃の家庭生活が大恐慌という荒波にもまれ
たということを話していた｡まず,レスリーさんの
両親は借家の家賃を払えなくて,一家で夜逃げをし
た｡次に,マリリンさんの両親は安定した仕事に就
けるまで結婚を延ばしたので,母親が 30歳を超え
てから最初の子供であるマリリンさんを生んだ｡そ
れから,パムさんが子供の頃,両親はあまり裕福で
なかったので,パムさんたちは動物脂肪をぬったパ
ンをよく食べた｡そのために,彼女は今でもお金の
むだ遣いをしないという｡ これらのことから,大恐
慌は高齢女性の幼い頃の家庭生活や現在の性格形成
に影響を与えていたことが分かる｡ 
6 要約
メルボルンのグレン･アイラ市に住む 7人の高齢
女性に,①日常生活,②ライフヒストリー,③何に
幸福感を感じるかの 3点に関して聞き取 り調査を 
2005年 9月におこなった｡本稿では 7人の語りを
提示し,それに考察を加えた｡ そして,次の 10点
を明らかにした｡ 
(1)高齢女性の成人した子供 (夫婦)のほとんど
は,高齢女性の住居から 10キロ以内の近くに住ん
でし .､た｡高齢女性はそうした子供 (夫婦)と助け合
っていたが,高齢女性が子供 (夫婦)をよく助けて
いた｡そして,高齢女性が子供 (夫婦)におこなっ
ていた主な支援は孫の世話であった｡また,高齢女
性は子供 (夫婦)と頻繁に交際していた｡ 
(2)高齢女性のきょうだいのほとんどはメルボル
ンにいたが,子供 (夫婦)よりも遠方に住んでいた｡
高齢女性にとって,きょうだいは助け合う相手とい
うよりも交際をする相手であった｡そして,高齢女
性にとって同性の女きょうだいとの関係は友人のよ
うに親しいものであった｡ 
(3)一部の高齢女性は毎週曜日を決めて友人と定
期的に会っていた｡専業主婦をしていた女性は,学
校に通う子供を介して他の母親と友人関係を形成す
る｡こうして生まれた友人関係がその後も保持され,
高齢女性の友人関係の一部となっていた｡さらに,
同年代の教会のメンバー,学生時代の友人,もとの
職場の同僚が高齢期にある女性の友人となってい
た｡ 
(4)パソコンを利用する高齢女性が多い｡そのた
めに,高齢女性の社会関係が広がっている｡ 
(5)趣味の集団や自らプレイをするスポーツの団
体に加入している高齢女性が多かった｡また,教会
に所属している高齢女性が多かった｡高齢女性は教
会に行くことで同年代の友人や知人と交際する機会
を持つことができ,教会のさまざまな活動に参加す
ることで社会と繋がりを持つことができた｡さらに,
教会は高齢女性に情緒的サポートを提供していた｡ 
(6)ボランティア活動や慈善事業の活動に係わる
高齢女性が多かった｡ 
(7)女性が働 く環境がオース トラリアでは 1970年
頃から改善していった｡そこで,高齢女性の多くは
結婚や子育てで退職しても再就職してずっと働き続
けていた｡ 
(8)1975年に家族法の改正があり,簡単に離婚が
できるようになった｡離婚する人々が社会の中で増
加しているので,離婚した本人やその子供への社会
的偏見はほとんどなくなっている｡ 
(9)精神的に頼 りにしていた夫やパー トナーを最
近亡くした高齢女性は幸福感がとても低かった｡ 
(0大恐慌は高齢女性の幼い頃の家庭生活や現在1)
の性格形成に影響を与えていた｡ 
(注) 
1)調査票による調査では,高齢女性がそれぞれの
子供にどのようなソーシャル ･サポートを期待す
ることができるか,および,過去 3ケ月以内にそ
れぞれの子供と ｢交遊｣したかどうかを尋ねた｡
その結果を表 12に示す｡この表から,高齢女性
は子供に手段的サポー ト (｢入院時の世話｣,｢借
金｣,｢留守時の家の世話｣,｢家の手伝い｣)や情
緒的サポー ト (｢心配事の相談｣)を期待でき,更
に,子供と ｢交遊｣をしていることを読み取るこ
とができる｡ このように,子供はさまざまな種類
のサポー トを提供できる,｢百貨店型｣のサポー
ト源 (前田 1999)であるといえる｡ 
2)筆者が調査のためにメルボルンに滞在するとき,
あるオーストラリア人の家族から家の一室を借り
る｡ この家族の妻とその母親との関係は,メルボ
ルンの老親子関係を知るのに役立つ｡夫はインド
系であり,妻はスコットランド系であった｡夫は
カトリックであったので,妻は結婚をしたときに
カトリックに改宗した｡夫はインド系であったけ
れども,家族は一般的なオーストラリア人の生活
様式で暮らしていた｡その家族は,台所,食堂,
居間の他に,個室が 7部屋ある 2階建ての大きな
家に住んでいる｡ 筆者がその家族と 6年前に知り
合ったとき,家族には夫婦と 4人の子供がいた｡
一番年下の子供はプリ･スクールに行っており,
一番年長の子供はハイスクールの生徒であった｡
その家族は妻の母親と同居するために, 10年前
にその家を購入した｡妻の母親は, 1年間ほどそ 
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てよいから,生活が楽である｡ このように,妻で
あった女性は成人した子供 との同居を説明してい
た｡現在その女性の母親は白血病をわずらってい
るけれども,その女性の家の近 くで一人暮 らしを
している｡ その女性は彼女の姉 と交代で母親の世
話をしている｡ 食事を作って母親のところに持っ
ていってあげたり,年下の 2人の子供が出る学芸
会やスポーツの試合などに母親を連れて行ってあ
げたりしている｡ 母親のために病院への送迎もし
ている｡ また,その女性は母親を週末に家に連れ
てきて,家族 と一緒にす ごせるようにもしてい
る｡ 
3)調査票による調査では,高齢女性がそれぞれの
きょうだいにどのようなソーシャル ･サポー トを
期待することができるか,および,過去 3ケ月以
の家に住んでいた｡ しかし,育ち盛 りの子供が 4
人もいて騒々しいということもあって,母親はそ
の後その家から数キロのところにフラットを購入
し,その家で一人暮らしをするようになった｡夫
婦は 4年前に離婚をした｡夫がインド系で,権威
主義的に家庭内で振る舞っていたのが,離婚の原
因であった｡そして,夫はその家を出て,現在,
妻であった女性 と 4人の子供がその家に住んでい
る｡ 年長の 2人の子供は大学生になったが,その
家でずっと暮らしている｡ 妻であった女性は,次
のように成人した子供 との同居を説明 していた｡
以前ならば大学生は親のもとを離れて自立 して暮
らしたけれども,最近では,家賃が高 くなり,坐
活費もかさむようになったので,同居させている｡
そうすれば ,2人の子供は家賃や食費を払わなく
表 12 子供に期待できるソーシャル ･サポー ト
漂 許 諾 許 諾 入監芸の 借金 謂 蓋 J荒霊 慰め 慧諾 芸 忍Al 交遊
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(注)○ソーシャル ･サポートを期待できる,あるいは,交遊 したことを示す｡
表13 きょうだいに期待できるソーシャル ･サポー ト
家の高齢女性 きょうだい きょうだい入院時の 
レスリー
レスリー
;:,-
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○ ○ ○ 
--
ジャネット
(注) ○○はソーシャル ･サポートを期待できる,あるいは,交遊したことを示す｡ 
野連
内にそれぞれのきょうだいと ｢交遊｣したかどう
かを尋ねた｡その結果を表 13に示す｡この表か
ら,高齢女性はきょうだいを情緒的サポー ト 
(｢心配事の相談｣)を期待する相手として考え,
きょうだいと ｢交遊｣をしていたけれど,きょう
だいを負担の大きい手段的サポー ト (｢入院時の
政雄
身のまわりにいるから,筆者が懇意にしているそ
の家族の子供たちは両親の離婚によって自分たち
の将来が不利になってしまうとはまったく考えて
いないようであった｡ 
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が結婚などをしづらくなるというので,両親が離 る｡ 
婚を思いとどまることもあるようである｡ しかし,
メルボルンでは両親が離婚をした若者がたくさん (当初,本稿で 6人の高齢女性の事例を提示する 
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グレン･アイラ市に住む高齢女性の暮らしとライフヒストリー (その 4)
予定でしたが, 7人の高齢女性の事例を紹介するこ
とにしました｡そこで,本稿の (その 1) (その 2)
 
(その 3)で ｢6人の高齢女性の語りを提示する｣
と書いた部分を,｢7人の高齢女性の語りを提示す
る｣と訂正させていただきます｡なお,本稿は,平
成 16年度～1 9年度日本学術振興会科学研究費補助
金 (研究代表者 :野連政雄,基盤研究 (B)｢オー
ストラリアの大都市に住む高齢者の社会的支援ネッ
トワークの研究｣,課題番号 : 16402027)による研
究成果の一部である｡ 
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